
1 ．はじめに
　松江市内にかつて炭鉱があったことを知らない人も多いのではないかと思う。ましてや、松江城内（城
山）に炭鉱や火力発電所があったとは俄かに信じがたいことかもしれない。しかし、松江市内には、低
品質で、産出も小規模で、かつ分布も限られたものではあるが、石炭層があり、昭和20年代頃まで採掘
もされていた。明治時代には松江城内に炭鉱があり、また火力発電所もあった。
　本稿では、松江市内の石炭層についての地質及びかつての炭鉱の稼行状況や松江城内にあった炭鉱や
火力発電所について報告する。

２ ．松江市内の石炭層とその地質
（ 1）地質背景
　松江市内の石炭層を含む地層は松江層と呼ばれるものである。松江層は新生代の中新世（2300万年～
530万年前）の中期にあたる地層で、宍道湖の東端から大橋川の北側では西浜佐陀町から東は朝酌町まで、
大橋川の南側では嫁ケ島から矢田にかけて分布する（図 1 ）。松江城が建つ城山（亀田山）の地盤も松
江層からなる。
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図1　松江層の分布と石炭層の露頭（○）および矢田炭鉱（☆）の位置 
（地質図は鹿野ほか（1994）の図の一部を使用し、加筆）

　松江層はシルト岩を挟在する砂岩と玄武岩や粗面安山岩の溶岩、および玄武岩とデイサイト由来の凝
灰岩からなる（Tomita and Sakai, 1937；宮嶋ほか，1972；鹿野ほか，1994など）。松江層中の火山岩類
の全岩カリウムーアルゴン年代として1070±50万年前から1190±60万年前の値が報告されている（鹿野・
中野，1985；Morris et al., 1990；沢田，2017）ので、松江層が堆積した年代は1100～1200万年前である。
　松江層ができた頃の原風景はどのようなものであったか。松江層の堆積環境を知るためには、その前
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史について触れる必要がある。島根県を含む中国地方は中新世より前は現在の朝鮮（韓）半島の東側に
位置していた。2000万年前頃に、ユーラシア大陸の東縁で大陸の分裂が始まり、その後、中国地方は時
計回りに40～50度回転して、日本海が形成された（Otofuji and Matsuda, 1983）。大陸の分裂に際しては、
現在の東アフリカ大地溝帯にみられるように高角な断層で画された低地（地溝）と高地（地塁）ができ
る。島根半島、宍道湖、中海の地形は宍道地溝帯と呼ばれ、地溝に相当するものが宍道湖から中海へと
続く低地帯で、地塁は島根半島である。宍道湖・中海と島根半島の間には高角な断層があり、落ち込ん
でいるが、宍道湖・中海より南側には大きな断層はなく、地層は緩やかに北側に傾斜している。このよ
うな構造を半地溝構造といい、地溝帯の特徴の一つである。1400万年前頃には、宍道湖の南側では活発
な火山活動があり、その北側には海があり、そこに流れこんだ火山活動の産物や基盤由来の物質が堆積
してできたのが来待石（凝灰質砂岩）である。当時、島根半島の桂島（島根町）のあたりは深海となっ
ており、海底火山活動が活発に起こっていた。
　その後、島根半島側は隆起したが、南側には海が入り込んでいた。松江層堆積時になると早期には冷
たい水が存在するような外湾の環境であったが、後期には温かい海水が入り込むような水深 3 メートル
程度の浅い内湾環境であった（Nomura, 1990）。松江層には潮汐堆積物も見られる（中山ほか，1996；酒井，
2013）。松江層の石炭層はこのような環境下にあった入江や内湾・湿地に取り残された植物を原材料と
してできたものと推察される。
（ ２）松江層中の石炭層　
　現在、松江市内では都市開発が進み、地層や岩石が露出している所（露頭という）は少ない。徳永（1947）
による地質図では昭和20年代には矢田、西尾町、西川津町に石炭層の露頭があった。
　鹿野ほか（1994）は西津田町において粗面安山岩直下の松江層中に炭質物を記載しているが、この露
頭もその後、宅地造成とともに消え去った。酒井（2016）は、松江護国神社付近にあった石炭層の露頭
を紹介している（写真₅）。西浜佐陀町の宍道湖湖岸では、下部松江層の中粒砂岩中に約40cmの褐炭層
が挟在されている（写真 1 ）。
　有史後では、国指定史跡「佐太講武貝塚」の道路工事に伴う発掘調査で、縄文時代後期～晩期に相当
する層位から径約20㎝の石炭塊が出土している。種類は亜瀝青炭で、産地は不明だが、自然状態では調
査区内に存在しないことから、当時の縄文人が燃料として使用した可能性があるとされた（島根県鹿島
町教育委員会、1997）。

写真1　西浜佐陀町の松江層中の石炭層

西浜佐陀町の宍道湖岸に露出する松江
層中の石炭層（中央の黒色部，約40㎝）
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　また、江戸時代後期（19世紀前半頃）に相撲の番付けに見立て国益の産物をランク付けした「雲
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」では、東前頭四十枚目に「生馬の石」がランクされているが、これは今の生馬町薦津地区から
産出された石炭の事ではないかと言われている。もし石炭だとすれば、江戸時代後期に生馬地区で採掘
していたことになるであろう（乾・下房、2010）。
（ ３）石炭の稼行
　松江層中の石炭の採掘でもっとも古いのは矢田町の矢田炭鉱である。明治時代、日本における地質学
の基礎作りに貢献したライマンというアメリカ人地質家がいる。彼は明治 5 年（1872）政府の招きで来
日し、主に北海道における炭田開発と地質調査、および日本人に対する教育に多大なる貢献をした人で
ある。彼は明治11年（1978）から12年（1979）にかけて、日本の地質や鉱産資源を調べることも含めて
旅行し、紀行文を残している。紀行文は大久保（1985）によって紹介されているが、ライマンは明治11
年秋ごろに島根県を通過し、その折に矢田炭田を訪れている。ライマンの山陰紀行の案内役に、母里藩
出身で、父が松江藩の御典医であった安達仁造という人がいた（『松江市史』史料編「自然環境」の澤田・
徳岡による第 1 章第 2 節参照）。彼は明治 6 年からライマンに師事しており、後に筑豊石炭鉱業組合の
総長になった人であるので、以下のような当時の松江周辺の炭鉱に関する情報は正しいものと考えてよ
い。ライマンの紀行文によれば矢田炭田は幕末の文久 3 年（1863）に江戸幕府によって開発され、蒸気
機関に利用されたという。しかし、 8 年後には採掘を止め、廃鉱となった。その後、明治 6 年（1873）
に長門の人がこの鉱山を入手し、再開発に乗り出したが、わずか 5 ヶ月で撤退したために、ライマンら
が訪れた時には廃鉱となっていた。当時、2 本の坑道があり、大きい方は長さが60尋（ 1 尋は1.5m～1.8m）
あった。当時の記録では、黒色土の上に（訳の原文では“下に”となっているが、間違いと思われる）厚
さ 3 フィート（90cm）の炭層があり、その上盤側には約12フィートの緑灰色ないし淡褐色の頁岩状砂
岩が占めていたとされる。石炭は黒光りして繊維質ではなかった。矢田炭鉱中の石炭層については松井・
井上（1950）でも触れられており、褐炭から亜瀝青炭からなる炭層は松江層の砂岩層中に厚さ約90cm
と約20cmの 2 層あるとされた。
　ライマンの紀行文には当時の県庁から北東に半リーグ（約2.4km）たらずの所にある赤崎炭鉱も訪れ
たとある（現在の菅田町に字赤崎がある）。この炭鉱は明治11年（1878） 4 月に開始されたとある。長
さ10尋（15m～18m）から 6 尋の 3 本の小さな横坑があり、一つの坑道で石炭層が確認された。厚さは1.25
フィート（38cm）で、下盤は淡灰色頁岩で、上盤は緑灰色頁岩（風化すると淡褐色）であった。石炭
は黒光りのする重い感じのものであった。
　明治時代中期以降の松江市における石炭に関しては地質調査所（現産業技術総合研究所）による報告

（徳永，1947；松井・井上，1950）、経済安定本部資源調査会・資源庁・工業技術庁地質調査所（1951）、
通産省石炭局（1956）、1985年発行の『島根県の地質』燃料資源、石炭鉱床（567-568ページ，鈴木・井上）
や酒井（2016）の『しまねの地下資源』中の「ほとんど知られていない松江市周辺の石炭層」（133-144ペー
ジ）の調査・報告がある。『松江市史』史料編「自然環境」（2019）中の「第 5 節鉱産資源」で、松江市
内の石炭について三瓶によってまとめられている。
　酒井（2016）によって明治13年（1880）発行の島根県統計表に松江市内の石炭の採掘に関する資料が
記載されている。この統計では規模は3,300㎡、採掘量は 2 t で、翌年にはこの 2 倍の規模となっている。
明治15年（1882）矢田で75tもの採掘がされたとある。矢田炭田はその後、昭和15年（1940）山陰炭鉱
社によって採掘が再開され、出炭量は昭和23年の 1 月から 4 月までの合計で約1200ｔであった（松井・
井上,1950）。1951年の地質調査所の報告では松江の炭鉱の出炭量は亜瀝青炭が5,700ｔ、褐炭が12,700ｔ
であった。松江市内の炭田は松江炭田と呼ばれて全国でも名が知られ、矢田町と黒田町で稼行された。
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矢田町のものは矢田鉱山と呼ばれ（酒井，2016）、黒田町のものは福松鉱山と呼ばれた（鈴木・井上，
1985）。全般に側方への連続性に乏しかったため実収炭量は多くはなく、主に松江市の製糸工場や病院
などの燃料として用いられたようである（松井ほか，1960）。松江炭田の石炭は石炭化度と発熱量がや
や低い褐炭から亜瀝青炭に主に区分され、下部松江層の泥層を含む砂岩中に 1 ～ 6 層挟まれていた（松
井ほか，1960；酒井，2016）。

３ ．松江城内の松江層の地質
（ １）松江層の分布　
　松江城内の松江層の分布を図 2 に示した。松江層は城山南部（県庁側）から椿谷にかけてと護国神社
周辺に露出しており、下位より砂岩、泥岩、酸性凝灰岩よりなる。
　城山東側には人工構造物やそれらに伴う盛土も多いので、現地形からその範囲が特定できないことか
ら盛土は記入していない。石垣の範囲やその背面などは盛土である。
　地層は全体的に15度以下の緩傾斜であるが、NW方向を軸に緩やかな褶曲がみられると同時に、中間
に挟まれる泥岩には層厚の変化がみられる。各地層について記載する。
①砂岩
　調査地域の最下位層は細粒砂岩を主体としている。椿谷周辺では所々に露頭がみられるが、風化が進
み、淡褐灰色～淡黄褐色を呈し、崩れやすい。発電所跡地付近の仮 4 号穴入口では細礫の混じる中粒砂
岩がみられるが、層理の発達は悪い。
　最大の露頭は城山稲荷神社北西側の斜面にみられる崖で、高低差 5 m以上の砂岩が確認できるが、こ
の露頭も風化が進み、崖は表層崩壊の痕跡と考えられる。この崖中に黒色の薄層がみられたが、有機物
は殆ど含まれていなかった。
　炭坑跡の可能性のある仮₄号穴は、発電所跡地付近からこの砂岩中に掘削されている。レーザー距離
計での測定で、坑道は砂岩中に奥行き16ｍ以上続いている。また、かつて酒井（2016）は護国神社正面
入口付近で、かつて褐炭層を確認しているが（写真₅）、その層準は本砂岩層上部か、その上位の泥岩
層の底部付近と考えられる。
②泥質岩
　城山付近で、泥岩は 1 層確認されているが、露頭は少ない。護国神社西側の道路沿いには露頭があり、
最大5.0m程度の層厚があるが、松江城天守周辺のボーリング資料（図₂のＣ－Ｄ）では、層厚2.4～2.9m
とそれよりも薄く、厚さに変化がみられる。城山南部の防空壕跡の坑内には、良好な露頭がみられ、少
なくとも3.5mを超える厚さの比較的均質な灰色～褐灰色の泥岩～シルト岩があったが、本層中に石炭
層は確認できなかった。
③酸性凝灰岩
　松江層には、酸性凝灰岩層が報告されているが、本地域にみられる酸性凝灰岩は宮嶋ほか（1972）で
は森脇凝灰岩層と記載されている。
　石質凝灰岩で火山ガラス、角閃石、雲母、長石、石英を含み、最大7.0mm程度の軽石片を伴う淡灰色
～白灰色の地層である。露頭では粒径が0.1～0.3mm程度の結晶片や岩片を含む凝灰岩に何層も薄い細
粒凝灰岩が挟まれている。この凝灰岩の層厚は10m以上あるが、最下部の約3.0ｍはやや粗くなり、₂
～₄mm程度の石片を多く含有する。この最下部の粗粒部分に含有される石片は1.0～5.0mmで、デイサ
イト～安山岩の火山岩や石英などの水磨された亜円礫～亜角礫を含み、火山円礫岩状を呈する。
　二之丸の南～西の露頭では砂岩や泥岩より固く、斜面上部に切り立った崖を形成している。
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図2　松江城山の地質図
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（ ２）月見櫓跡南側斜面から採取した石炭　
　松江城山の南側付近には御城山炭鉱（殿町 1 番地）が
あり、また、椿谷付近には明治時代に火力発電所もあっ
た。現在も月見櫓の南側斜面（仮₁号穴）には石炭塊が
散在しており、それを採取し、調べた。石炭の新鮮な面
は黒色でガラス光沢をしている（写真 2 ）。
　採取した石炭について島根大学総合理工学部地球科学
科設置のCHNS元素分析器（FISONS社製EA1108）を用
いて炭素、水素、窒素、イオウの定量分析を行った。分
析結果を表 1 に示した。

写真2　松江城石炭写真 
（仮₁号穴入口で採取した石炭塊）

４ ．史跡松江城内にあった炭鉱と火力発電所
（ 1）炭鉱場の所在　
　松江市周辺の炭鉱場と採掘高などは、島根県内務部編（明治26～36年、1893～1903）の「島根県農工
商統計表」で知ることが出来る。酒井（2016）の記述と併せて考えてみると、城山にも炭鉱があって、
採掘されていたことが知られるので、表 2 に掲げた。
　城山の椿谷の一角にあった火力発電所は、明治34年 3 月に南田町へ移転したが、城山ではその後もし
ばらくは小規模ながら採掘していたことが分かる。
　この表から、城山に「御城山」と呼ばれた山、或いは「後山」と呼ばれた山があり、そこで松江の杉
谷惣太郎なる人物（鉱山経営者）が石炭を採掘していたことが知られる。
　「御城山」、「後山」という呼称については、大正時代前期頃に、重村俊介によって書かれた『舊藩事蹟下按』
の「一此中原口」及び「七後廓」中に登場する。それは、今の松江城山稲荷神社が所在する最北部の山（宮
山）と今の松江護国神社が所在する山（北之丸或いは出丸）を指している。本来は一続きの山であった。

表1　松江城椿谷で採取した石炭のCHNS（炭素・水素・窒素・イオウ）分析結果

試料番号 採取場所 全炭素量
（重量％）

全水素量
（重量％）

全窒素量
（重量％）

全イオウ量
（重量％）

炭素/窒素
（重量比）

炭素/イオウ
（重量比）

MC-1 松江城椿谷 55.2 8.03 1.03 0.51 53.5 108.8 
MC-2 松江城椿谷 51.7 7.88 1.03 0.39 50.4 133.6 
MC-3 松江城椿谷 46.8 6.74 0.87 5.37 53.7 8.7 
MC-4 松江城椿谷 49.0 8.24 1.01 1.64 48.7 29.9 

　今回の分析結果から分ったことは以下の通りである。
①�炭素濃度が47-55%と典型的で良質な褐炭（黒色光沢のある部分は亜瀝青炭に相当）の値を示している。
②石炭にはイオウが明瞭に含まれており、海水の浸入する湿地で堆積したものと推定される。
③�表には示していないが、現在も露出する西浜佐陀の石炭（写真₁）（三瓶，2019）についての

CHNS分析結果では、炭素濃度が20%程度しか含まれず、灰分が多すぎて石炭としては質が悪いこ
とを示した。そのため、売り物にならなかったために露頭が現在まで残ったものと思われる。

④�松江城山と西浜佐陀の石炭を比べると、C/N比が明瞭に異なっていることから植物起源が異なっ
ており、同一層準の側方変化による可能性も否定できないが、同一層準ではない可能性も高い。
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　明治28年（1895）10月₄日の「山陰新聞」によれば、同年 9 月末
から10月初めにかけて、阿部鉱山監督署長が県下の炭鉱場を視察
した。その際の談話が載っている。それによれば、「去る 9 月30日
に松江城後の炭鉱場を視察した。土地が陥落するのではないかと
の危惧があったが、城郭の方まで（もっと奥まで）掘削すれば陥落
するかも知れないが、現状の採掘くらいでは大丈夫であろう。しか
しながら念のため本年中に技手 1 名を派遣し地層と炭層を調査させ
る。・・・松江城後の炭鉱場は厚さ二尺（約60cm）に過ぎず・・・。」
とあり、この記事からすれば、厚さ約60cmの薄い炭層を掘っていた
ことが知られるが、どの程度奥まで掘削していたのかは分からない。
　地番からすれば、発電所、事務所、納屋の場所は、椿谷の南部、
今の「電気発祥之地」記念碑の建つ周辺であろう。炭鉱場も発電所
の近くにあったと考えるのが自然である。むしろ、炭鉱場が城山に
あったから発電所も城山に建築したということであろう。市街地の
中にあって隣地の三之丸にある島根県庁を初めとする主要施設や店
舗への配電もスムーズな立地であった。
　明治32年 8 月20日付け新聞によれば、当時明治天皇をお迎えするため、松江での行在所を三之丸跡に
定めるに当っては、電燈會社の機関の騒々しさから、他へ移転してはという福岡市長の考えに対して頭
取織原万次郎が社内重役と相談している（新庄、2010）。結果として、明治34年 3 月に、本社と発電所
は南田町124番地へ移転した（松江市、1941）。
　「舊藩事蹟下按」によれば、七後廓の項に、「然るに右西ノ門より下りし段々坂の前後此の辺にて、間
近く石炭を穿り其の後電燈會社に使用し、多少其の形異りし所如何か。」と記述しており、西ノ門（跡）
から石段を降りて椿谷に至るまでの斜面の石段に近い場所に坑口があったものと推測される。そして、
炭鉱場が形成されたことにより周辺の城郭としての本来の形状が変容したことが述べられている（ 2 ）。

表2　城山内の炭鉱場採掘実績

操業年 名　称 所在地 採掘高 鉱業者
明治27年（1894）　　　　　　　　　

創業は明治24年５月10日 後山炭坑場 松江市殿町 ― 持主名　杉谷正八
職工男30

明治28年（1895） 御城山炭山 松江市字御城山 1,774,810斤
（1,065ｔ） 杉谷惣太郎（松江）

明治28年　　　　　　　　　
創業明治24年５月 御城山炭鑛場 松江市殿町 ― 杉谷惣太郎

職工男35

明治30年（1897） 記載なし ― 八束郡全体
10,013,200貫（37,550ｔ）

明治31年（1898） 記載なし ― 松江全体
2,042,603貫（7650ｔ）

明治32年（1899） 後山鉱山 殿町 9,600貫（36ｔ） 鉱業人
杉谷惣太郎

明治33年（1900） 後山鉱山 殿町 125,959貫（472ｔ） 鉱業人
杉谷惣太郎

明治37年（1904） 後山炭礦 殿町 12,480貫（47ｔ） 鉱業人　杉谷惣太郎
鑛夫男５

明治38年（1905） 後山炭礦 殿町 33,482貫（125ｔ） 鉱業人　杉谷惣太郎
鑛夫男５

写真3　「電気発祥之地」記念碑
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現状を見るに西ノ門跡の南西側には埋め立てられた平地が出っ張っているが、ここは元文 3 年（1738）
以降の城郭図を見ると、塀で囲まれた平地が確認できる。機能的には西ノ門後方の武者溜りと推測され
ている場所であり、炭坑ではない。
（ ２）防空壕跡の発見
　松江市では、かねてから崩落が懸念される二之丸の月見櫓跡の南端部に所在する石垣（『松江市史』
別編 1 「松江城」では、二之丸月見櫓跡下石垣と呼ぶ）（松江市教育委員会、1996）を修理するため、
令和元年度において解体工事を実施した。この折り、石垣の直下の斜面で穴が 2 か所確認された。
　筆者のうち岡崎は、小学生の時（昭和30年頃か）、空洞の一つ（一番東側の穴か）に入った記憶がある。
炭層があったかどうかなど内部の様子は暗くて覚えていないが、地下水が溜まっていてあまり奥には入
れなかった。その当時、誰かから石炭を掘った炭鉱の跡だと聞かされていた。
　この空洞が出現したことで、松江市まちづくり文化財課では松江城関係の行政文書を調べたところ、
昭和20年 3 ～ 5 月にかけて、島根県と松江市の間で史跡松江城の現状変更に関する文書が取り交わされ
ていたことが分かった。それによれば、有事の際、県庁職員の避難場所として防空壕を掘ることと、そ
の発生土を以て穴の南側の内堀を埋め立てたいという内容であった。このことからすれば、今回発見さ
れた空洞は戦時中に新たに掘られた防空壕の跡ということになる。
　それでは一方の炭鉱場の跡はどこにあるのだろうか。当時の文書がほとんど皆無であるため、主に新
聞記事をはじめ炭鉱場関係の文献を調査し、かつ現地踏査して、どこにあったのかその所在地について
検討を試みた。
（ ３）炭鉱場の推定地　
　今回発見された防空壕跡を東側から仮 1 号穴、仮 2 号穴と仮称する（図 4 ）。これら防空壕跡から西
の門跡へ上る石段までには、踏査の結果、少なくとも 2 ヶ所に坑口と思われる穴が確認される。即ち、
仮 3 号穴と呼ぶ穴は、仮 2 号穴（西の防空壕跡）から西へ約15ｍ、「御膳井戸」からは東へ約10ｍの地
点のやや高い斜面に口を開けている。仮 4 号穴は「御膳井戸」の西側で斜面が大きく北へカーブするが、
そのコーナーからさらに北へ約 6 ｍ先の斜面に口が開いている。調査者の新宮の観察では奥へ16ｍ位開
口しているらしい。
（ ４）炭鉱場跡候補地の想定
　以上のことをふまえて、炭鉱場跡候補地を図示してみると、AからDが想定される（図 4 ）。
Ａ石段の坂から南方の防空壕跡（仮 2 号穴）までの南・西向きの急斜面（写真 4 ）
　「電気発祥之地」の石碑に一番近いところ。西向き斜面に仮 4 号穴が確認される。（仮 3 号穴が含まれ
るかは不明）。
Ｂ段々坂の北側にある二段の石垣を隔てたさらに北側の西向きの緩斜面
　穴のようなくぼみは確認できない。
Ｃ松江護国神社の境内地が所在する山の北から南向きの急斜面（写真 5 ）
　穴のようなくぼみは確認できない。酒井（2016）の著書によれば、松江護国神社の参道脇（西の市道
城山線沿い）に炭層が露出していたのを子供の頃に見たという。しかし、今はコンクリート擁壁があり
見ることはできない（写真₅）。
Ｄ松江城山稲荷神社の境内地が所在する丘の西向きの急斜面
　高さ10ｍほどの高い崖が露出しており、薄い炭層が見えるが、穴のようなくぼみは確認できない。
　炭鉱場跡は、上記 4 ヶ所の候補地の何れかにあるのであろうが、開業時には、発電所に一番近いAに
あった可能性が高い。坑口らしき穴（仮₄号穴）が最低 1 か所確認されている。採掘量などの関係で南
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図3　城山炭鉱場推定地平面図
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部から北部へ移動したことも考えられる。

（ ５）火力発電所について
①松江電燈株式會社の発足
　明治28年 3 月 7 日付けの記事によればその一昨日株主60余名の出席を得て、創業総会が開会された。
従って 3 月 5 日に正式に発足したことが分かる。取締役社長に桑原羊次郎、取締役兼支配人に山本誠兵
衛らを選出した。
②松江電燈株式會社の準備（事務所、工場、電柱など）
　明治28年 5 月26日付けの記事によれば、第 1 期の電柱を竪町、天神町、中町、白潟魚町、八軒屋町、
和多見町、末次本町、両殿町（※北殿町、南殿町）、新材木町、東茶町、西茶町、苧町、末次町、母衣町、
松江分新地に総数52本設置した。
　會社は、城山公園の南崖下、即ち殿町 1 番地続18番地に58坪の発電所、13坪半の事務所、 2 階造り48
坪の附属納屋を建築した。炭鉱場のことは記載されていない。同年 6 月22日付けの記事では、電柱に碍

がい

子
し

と六線（※ 6 本の電線のことか）を取り付けた。
③松江電燈株式會社の開業
　同年10月 3 日付けの記事に拠れば、その一昨日午後 5 時半より開業式を挙げた。島根県知事曽我部道
夫、松江市長福岡世徳、株主総代岡崎運兵衛の祝辞を得、桑原社長が答辞を述べた。従って、10月 1 日
に正式に開業したことが知られる。
④椿谷南部の踏査
　仮 4 号穴から北方の段々坂までの西向き斜面裾部、及び西
側の管理道路沿いの土塁上面には、レンガ片や石垣の石材と
思われる大石、瓦や陶磁器類の破片が散布している。特にレ
ンガ片は、火力発電所の基礎に関係するものかも知れない。
西向き斜面のレンガの寸法は長辺22.0㎝、短辺10.7㎝、厚み5.8
㎝を測る。（写真 6 ）
　また同じ「旧藩事蹟下按」の○二之丸上段の項に、「尤
も後側に至りては石炭を穿り、或は一時電燈會社に使用等

写真4　図4のA 椿谷南西部(左に石碑がある） 写真5　図4のC 松江護国神社北側市道沿いの 
コンクリート擁壁

写真6　椿谷南部に散布するレンガ片
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表3　山陰新聞に見る松江電燈株式會社の設立・開業

明治28年 1 月11日

●松江電燈株式會社の事　豫て設立發起認可申請中の處客月廿八日附を以て農商務、逓信両大
臣より認可ありしに付き來十五日頃發起人會を開き同社建築に関する協議を為し更に株主總會
会を開き本定款を議定し設立免許申請の筈なり附記す電柱建設に就ては既に此中の市會に於て
官有地使用料免除を可決せるに付來二月中旬より建設（其數百十九本の豫定）に着手する豫定
にて建築方の設計は關屋工學士に依嘱しハヤ大半出来上り不日完成を告くる都合なりと

明治28年 1 月13日 ●松江電燈株式會社發起人會　明十四日松江銀行に於て開く筈

明治28年 1 月22日 ●松江電燈會社の技術士　松江電燈會社に於ては技術士として東京より藤井鍛氏を聘する事と
なりしか同氏は先つ大坂電燈會社に於て實地練習をなし當市に來る筈なりと

明治28年 2 月 9 日
●松江電燈株式會社と技術士　松江電燈會社にては豫て技術練習として石井文太郎田中熊太郎
の両氏を上阪せしめありしが業を卒ひて此程歸松せるにより近日より電柱線路の測量に着手す
ると云ふ

明治28年 3 月 1 日

●松江電燈會社株主総會と技士の來松　松江電燈株式會社に於ては此程發起人會を開き株數取
纏め方と創業總會を開くことを恊議せしが其株數は既に千七百五十株に達せしを以て來五日末
次本町臨水亭に於て創業總會を開き役員の選擧其他に関する恊議を為すことに決せり而して同
会社建築の設計は既に結了し又電柱建設個所の測量も此程終了したれは近々着手する運びなり
又今回同会社に雇聘せる技士藤井鍛氏は一昨日着松せりといふ

明治28年 3 月 7 日

●松江電燈株式会社創業総会　豫期の如く一昨日午後三時より末次本町臨水亭に於て開会せり
出席株主六十餘名先の假定款を議し次て創業費に就て株主の承認を受け終って発起人の契約に
係る事績を報告し役員の報酬額に就き協議せしに取締役兼社長は月報酬二十五圓以内取締役兼
支配人は同二十圓以内取締役は同十五圓以内に假定せり次て取締の選挙を為せしに桑原羊次郎
山本誠兵衛織原万次郎金澤傳十郎太田竹之助の五氏当選次て監査役の撰擧を為せしに岡崎運兵
衛三島佐次右衛門松本歓次郎佐々木善右衛門の四氏黨選次て社長及び支配人の互選をなせしに
社長に桑原羊次郎支配人に山本誠兵衛氏黨選次て社長は清原宗太郎山内好一郎森脇新兵衛和田
正幸原正次郎の五氏を相談役と定め終りて酒宴に移り散會せしは午後十二時頃なりし因に記す
右總會の席上に於て取締役兼支配人は黨分月報酬の半額にて取締役は黨分無報酬にて勤務すへ
き旨を申出て一同之れを承諾せり又該會社設立免許は一両日中に農商務省へ申請する筈なりと

明治28年 3 月 7 日、
9 日、12日

三月五日創業總會ニ於テ當會社役員左ノ通當撰ス　取締役社長　桑原羊次郎　取締役兼支配人　
山本誠兵衛　取締役　太田竹之助　仝　金澤傳十郎　仝　織原万次郎　仝　監査役　松本歡次
郎　仝　三島佐次右衛門　仝　岡崎運兵衞　仝　佐々木善右衛門　相談役　山内好一郎　仝　
淸原宗太郎　仝　原正次郎　仝　森脇新兵衞　仝　和田正幸　右廣告ス　明治廿八年三月六日　
松江電燈株式會社設立發起人

明治28年 3 月14日
●松江電燈會社の建築　過日の株主總會に於て發起人より提出せる建築設計書を審議し結局規
模を狹少西唯事業を取扱ふに不便なきまてに止めたるか其設計は目下關屋工學士か擔黨し成圖
中なれど其費額は未た定まらさるも大約八百圓を要するならんとの事なり

明治28年 4 月 2 日 ●松江電燈株式會社役員會　を昨日末次本町臨水亭に於て開き同會社建築其他に關する協議を
なせりと

明治28年 4 月24日 當會社設立之義本月十六日農商務逓信両大臣ノ免許ヲ得タリ　此段広告ス　松江電燈株式會社
設立發起人　四月廿三日

明治28年 5 月 9 日 ●松江電燈株式會社電柱　本日大橋々際より建設に着手し夫れより各所に支線を建設する手順
なりと

明治28年 5 月26日

●松江電燈會社の設計　該會社は着々業務剏創に就き工を督しつヽあるか頃日第一期の電柱を
堅、天神、中、白潟魚、八軒屋、和多見、末次本、両殿、新材木、東西茶、苧、末次、母衣の
各町松江分新地に設置せり其惣數五十二本にして電信柱に比して約六尺の高さあり是れより先
き該會社は電柱の敷地下付を官に請ひしに遂に電信柱と連接せさる反對の道側に樹つることを
許されたる由□は電柱の電信柱と接近することほと電氣の触着劇しく往々電信を妨害するの虞
あるに因れりとそ而して該會社は昨今城山公園の南崖下即ち殿町一番地續十八番地に五十八坪
の發電所、十三坪半の事務所、二階造り四十八坪の附属納屋を建築し居れるが其發電機はトム
ソンハウストン式交番□開發電機にして米國ゼネラル、エレクトリック會社の製造にして機關
は米国ウードベリー會社の製造に係り七十五馬力あり其蒸氣罐は八十馬力多管式アプリ形にて
目下原鐵工所に於て調整中なるよし該會社か使用するものは交番電流式にして點燈用の外電氣
鍍金の如き物に充用する能はすと云へり又た開業の黨初は半夜燈に限るも需用者の夥多となる
に從ひ終夜燈を点するの豫定なるか需用豫約者中往々客歳七月の天神祭に廣告的電燈を点せし
時の光色を以て該會社開業の上は斯る燐火的蒼青鬼氣人に逼󠄀るが如き叞念を懐き取締役に向っ
て質問する者尠からさる由なるも昨年は孤光燈にして今回は白熱燈なることを説明し漸く會得
するなとの奇談もありと而して其開業は遅くも七月上旬なるへしと云ふ

明治28年 6 月22日 ○松江電燈柱　會社は過日設けたる電柱に昨□碍子及ひ六線を取付けたり

明治28年 7 月 9 日 ○電燈會社の機關　當市の原鐵工所にて製造中なりし松江電燈會社の蒸滊機關はその工を竣へ
て一昨日同會社に送り込みたり

明治28年 7 月11日
●松江電燈株式會社の開業期　既に市内の電柱線架設も畧ほ竣功し一両日中より滊罐の据付
に着手する手筈にて諸器械も去る八日伯州境港に入港せる金龍丸にて到着せる由にて來る
二十二三日頃是非共開業するといふ
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明治28年 9 月 4 日
●松江電燈會社の實地調査　松江電燈會社にては設備既に成り各種の準備應に開業の式を挙け
んと欲するも其筋の調査未だ完了せさるにより今日まて遅延せるが來十三四日頃大岩電信建築
技師來松して實地調査を終れは直ちに開業せん豫定なりといふ

明治28年 9 月 4 日
●大岩電信建築技師の來期　廣嶋郵便電信局建築課長大岩弘平□は來十三四日頃着松する由ま
るか其重なる用向は縣下に於ける電信局増設の取調にして傍ら松江電燈會社の設計を実検する
にありと

明治28年 9 月14日
●松江電燈株式會社株主総會　昨日末次本町臨水亭に於て開會せり出席株主五十四名にて本年
上半期間の業務及会計報告あり次て定款第七條株金拂込期節の第四回拂込金額及期月を左の如
く更正追加し閉會せり　第四回　一株毎に三圓　拂込期廿八年九月　第五回　同上二圓　同上
廿九年二月　第六回　同上三圓　同上三十年二月

明治28年 9 月20日
●大岩廣嶋電信建築技師　昨日午前九時縣廰に出頭して曾我部知事に面會し松江電燈會社の來
歴を聞き取り夫れより電信技手百崎鶴太郎氏を随へ松江電燈會社に至り撿査をなさんとせるも
別項の如く而して該撿査済み次第當市出発當市大坂間に増設の電信線路を取調ふると

明治28年 9 月20日
●松江電燈株式會社の検査　昨日を以て大岩廣嶋電信建築技師の検査ある筈なりしが頃日來試
運転の結果パイプに修理を加へざるべからざることヽなり昨今夜を日に継き修理中なれは両三
日の後で無くては検査を受くる能はずといふ大坂電燈會社よりは為めに技師一名を送れる由に
て本日着松の筈なりと

明治28年 9 月21日

●松江電燈株式會社の検査　松江電燈株式會社にては昨日午後三時より大岩技師は高井田藤二
警部小川縣属及大坂電燈會社派遣の木村工學士等立會にて機械及発電機等の撿査をなせしに諸
事好結果なりしを以て本日は市内の線路の撿査をなし右終り次第免許状を下付する趣なれは明
日頃より點燈するに至るへしと
●松江監獄署の電燈　松江監獄署にては構内六十ヶ所へ電燈を點する筈にて昨日大岩技師は同
署に至り線路指定の為め撿査をなせり

明治28年 9 月22日
●松江電燈株式會社の試運轉　昨日を以て電通各線の撿査も了りたれは昨夜より試運轉として
点燈をなせり尚創業の際使用者の安全を圖る為め向一週間は試運轉の場合を以て点燈し諸器械
の折合をまって開業すといふ大阪電燈會社派遣の木村工學士も其の結果を見て歸阪する由

明治28年 9 月26日

●大岩技師　一昨夕島根郡美保關より歸來せる同技師は昨日電信線路視察として能義郡安来に
至り同所に一泊本日は順路伯州米子に出て同地方の視察をなし一泊して明二十七日再ひ當市に
歸來し松江電燈會社の安全瓣の撿査をなす筈なりといふ前號に大岩技師の美保關行を海底電線
とせるは松江美保関間電信線路の誤り
●松江電燈會社の開業　愈々十月一日を以て開業すといふソレまで　間は毎夜二三時間宛見□
の名を以て點燈する由

明治28年10月 3 日
●松江電燈株式會社の開業式　一昨日午後五時三十分より其の事務所に於て該式を擧げたり・・・
島根県知事正五位勲四等曾我部道夫（久保村書記官代読）松江市長福岡世徳、株主総代岡崎運
兵衛の祝辞、桑原社長の答辞、午後八時頃散会（全文略）

明治28年10月 4 日

●阿部鑛山監督署長の鑛業談　曰く去三十日は松江城後の炭鉱場に至り果して石炭採掘の為め
に土地の陥落を來たすべきや否やを調査したるに或は城廓の方まて掘り行かば陥落を見るの恐
れあるやも知れずと雖も今日の如き採掘位なれば斯かる虜なかるべしと思はる然れども是等の
事は充分調査するにあらざれば安心して執業すること能はず依って本年中に技手一名を當地に
派して能く該炭鉱場の地層と炭層とを調査せしむる考なり去て濱佐陀の炭鉱場に至り見分した
るに同所は陥落したる所たり場主の言によれば始め測量の不充分なりしに因ると云へるが元来
石炭坑なるものは既に採掘したる所は捨石を以て鎮めざるへからず然るに該炭鉱場は其の計な
くして採掘せし其穴は其儘放任し置きたるより地層の具合にて陥落せしものなるへし故に採炭
業に従事するものは其の地層を調査するにあらざれば實に危険なり當縣下産出の石炭は品質粗
悪にして灰燼多く真の石炭と云ふべからざるものなり而して當地に於る當業者の言ふ所によれ
は炭層は唯一層より無しとの事まるも是れは現在採掘しつヽある所の一層をのみ見て言ふもの
にて實際炭層は幾層もあるものなり然るに當縣下にては是迄炭層の幾何あるを調査したるもの
なく實に遺憾の次第なりソレを調査するには九州地方に於て施す方法の一なる彼の掘抜法を試
むれは幾層も発見することあるなり當業者は宜しく此邊に注意すべきこと最も要あり松江城後
の炭坑場の如きは今採掘中の炭層は厚さ二尺に過きす同所の炭層が一層より無きものとせば後
来の採掘高も推して知らるへし（後略）

明治28年10月11日 ●松江電燈會社　大坂より取寄する水揚器械は來る廿五日當地に着する筈にて其の据付を終り
て來十一月三日より点燈する都合なりと

明治28年10月24日 ○松江電燈　一昨夜市内の點燈を試みしに頗る好結果を得たりと

明治28年10月29日 ○電燈　松江電燈株式會社にては頃日來試運轉の結果宜かりしを以て去廿六日來開業するをと
なせるか十一月三日の佳辰には特に終夜點燈すと

明治32年 8 月20日

●電燈會社移転説　行在所を三の丸跡に奠めんことの議ある由は別項所載のごとくなるが畢竟
其反應として現はれし説ならん再昨日市長福岡世徳氏は該社頭取織原万次郎氏を市役所に喚起
し談示するやう彌よ　行在所を三の丸に奠めんには電燈機關のきしる音の騒々しさ御寝を妨け
奉るの恐れなしとせず此の際機関増設の前に於て他へ移轉しては如何や勿論　移転には少なか
らぬ經費も要ることなるべきを以てマサかに市も亦知らぬまねをする筈もなかるべしと察せら
る云々とのことにて織原氏は何分一個人にて専斷することにも參らねば追て返答すべしと引取
り當夜直ちに重役を招集し臨水亭に於て相談したりといへり
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のケ所ありし故、多少土地の高下、往来破壊等無きにあらざるか、・・・」とあって、石炭採掘の場所
を、後廓あるいは後側という表現をしており、山陰新聞の阿部鉱山監督署長の談話の「松江城後の炭鉱
場」という表現と通ずるものがある。「後」或いは「後側」という表現が「後廓」を略したものなのか、
二之丸の城郭建物があった上面に対して後方斜面を指しているのかよく分からない。これらの史料から
松江電燈會社の事務所と発電所と炭鉱場（石炭採掘場）が一帯の所にあったのではないかと推察される。
　図 5 「松江市街實測圖」は、明治33年10月に発行された市街図である。脱稿後に筆者の内、岡崎の「家
老屋敷参考資料」というファイルの中からコピーを発見し、原図が島根県立図書館に所蔵されているこ
とが分かったので、今回城山周辺の部分図を掲載しておく。
　城山を見ると、西部椿谷の南部に 3 つの長方形の建物が描かれ、「電燈會社」と記されている。電燈
會社は松江電燈株式会社のことで、前述したように明治28年10月に操業を開始し、明治34年 3 月には南
田町へ移転しているので、写真や建物図面が確認されていない中、これぞ正しく当時の松江電燈株式會
社が城山にあった唯一の証拠となる地図である。
　明治28年 5 月26日付けの山陰新聞に拠れば、「…五十八坪の発電所、十三坪半の事務所、二階造り
四十八坪の附属納屋を建築し居れるが…」と報道されている。平面規模から判断すれば、北から南へむ
けて「発電所」「附属納屋」「事務所」が立ち並んでいたのではないかと推定される。

５ ．まとめ
（ 1 ）松江市内には、新生代中新世中期（1100～1200万年前頃）に形成された砂岩・泥岩を主とする「松

江層」の中に、薄い石炭層を挟在する地層がある。石炭層の厚さは40～90cmで、品質は褐炭ないし
亜瀝青炭である。

（ 2 ）松江市内の炭鉱の内、もっとも規模が大きかった矢田炭田は幕末の文久 3 年（1863年）に開発さ
れたが、 8 年後に廃鉱となった。その後、明治10年代以降、昭和20年代頃まで、竹矢、矢田、城山、
法吉、（田部、2010）生馬で石炭の採掘が行われてきた。

図4　明治33年「松江市街實測圖」（部分）
（原図は島根県立図書館蔵）
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（ 3 ）史跡松江城二之丸の西側は江戸時代には「後
うしろくるわ

曲輪」と呼ばれていたが、現在は「椿谷」と呼ばれている。
椿谷の平坦地の南側に、明治28年10月「松江電燈株式会社」が設立され、火力発電所が設置され、市
内へ電力が供給された。

（ 4 ）松江市による松江城石垣修理工事に際し、二之丸の西側から南側にかけての斜面で太平洋戦争当
時の防空壕跡が 2 か所確認された。これらの穴はかつて松江城内に存在したとされる「御城山炭鉱」
の坑口の可能性もあり、内部の調査が行われたが、石炭層は確認されなかった。しかし、これらの穴
付近には石炭が散在しており、CHNS分析の結果、一部、亜瀝青炭を含む褐炭であったことから、付
近に石炭層が存在することは間違いない。

（ 5 ）その後、現地調査をした結果、西側斜面で、さらに 2 か所の坑口と思われる穴が確認された。椿
谷付近に見られる穴が石炭採掘の坑道であると確認されれば、隣地に火力発電所が設けられたことも
納得できるので、今後も調査の継続が望まれる。
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